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ṇ ṇ
ṕ Ṗ

国会議員政策担当秘書、明治大学政治経済学部専任助手、横浜市地球温暖化対策事
業本部政策調査役、内閣府行政刷新会議事務局上席政策調査員、内閣官房国家戦略
室上席政策調査員、長野県企画振興部総合政策課・環境部環境エネルギー課企画幹、
自然エネルギー財団特任研究員等を経て、現在に至る。

国、県、市のすべてで政策企画の経験を持ち、国では行政府と立法府の両方で政策
企画に携わった。また、有識者として国や自治体で審議会委員等の経験も有する。
環境省地方公共団体実行計画策定・実施マニュアルに関する検討会委員、長野県環
境審議会地球温暖化対策専門委員会委員等を務め、地域の脱炭素政策を支援した。

著書：『都市の脱炭素化の実践』『国家方針を転換する決定的十年』『政権交代が
必要なのは、総理が嫌いだからじゃない』『信州はエネルギーシフトする』『国会
質問制度の研究』『国民のためのエネルギー原論』（共著）『再生可能エネルギー
開発・運用にかかわる法規と実務ハンドブック』（共著）など。

 MIRAI Times cuc.ac.jp/om_miraitimes/
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ể ṇ
①地域主導型の再生可能エネルギー普及

→経済（地域所得の増加）と両立

Ễ ṇ
②建物の高断熱・高気密化

→健康（ヒートショック抑制）・経済（工務店の収益増加）と両立

ễ ṇ
③土地の計画的利用

→生活（高齢者の移動）・経済（小商店の維持）と両立

ễ ￼ךּ ḭפּ קּ ︣ תּ︣ ︣ כֿ צּ Ḯ
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וֹףּ

再生可能エネルギーを普及したい 環境・景観・防災等の懸念がある

VS

︣לּ ḭ ︡ ṇṕ Ṗ וֹ קּ Ḵפּ
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ṇ

自然エネルギー財団「地域エネルギー政策に関する提言」

ṇ ḭ ḱ ךּ ḱ צּ Ḯ

（リスク引き受け）
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ṇ

Ṋ Ṋ ṇ
おひさまBUN・SUNメガソーラープロジェクト

ḭ ṇ ︣ ︡ ךּ

6/4 0田中信一郎『信州はエネルギーシフトする』



地域政策デザインオフィス

Local Policy Design Office

© 2024 Local Policy Design Office

ṇ ṇ

上田市民エネルギーのソーラー
シェアリング

２反で有機米の売却10万円・電
気の売却200 万円（年間）

田中信一郎『信州はエネルギーシフトする』

http://eneshift.org/

7/4 0



地域政策デザインオフィス

Local Policy Design Office

© 2024 Local Policy Design Office

ḱ ḱ ︡

ṙ Ṛ ṙּט קּ Ṛ

地域 域外

地域 域外

省エネ設備投資

熱利用

売電

自然エネルギー財団「地域エネルギー政策に関する提言」 8/4 0
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B

ỆḰỄ
（対10万人／2016 年）

ỈḰỄ
（対10万人／2016 年）

Ṇ ú

ṇ
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︣

不慮の事故死の月間死亡率（2016 年）

厚生労働省「人口動態統計2016 年」を元に作成

溺死は冬に多く、夏に
少ない
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︣

日本の主要な死因別月間死亡率（2015 年）

厚生労働省「人口動態統計2015 年」を元に作成

がん（悪性新生物）によ
る死亡には季節変動が見
られない。

循環器系疾患（心疾患・
脳血管疾患）と呼吸器系
疾患（肺炎）による死亡
は、冬季に多く亡くなり、
夏季に減少する。
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ṇ

朝日新聞ホームページ 12/4 0
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ךּ

13 /4 0



地域政策デザインオフィス

Local Policy Design Office

© 2024 Local Policy Design Office

要介護度別にみた介護が必要となった主な原因の構成割合

厚生労働省「国民生活基礎調査の概況 」

循環器系疾患が介護費も押上げ

ḭצּ בֿ ךּ Ḯ

ệ
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אל שּ צּ ךּ ḭ ךּ

国土交通省「住宅の断熱化と居住者の健康への影響に関する調査の中間報告」

ḭ Ḯ

冬季死亡増加率の都道府県比較（死因内訳）
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︡ Ḵפּ

色・デザイン・大きさ・間取りがほぼ同じ地元工務店の住宅

20 10

A
2,000 2,200

B
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וֹףּ ḭỊ

【評価ツールの例】

CASBEE

一次エネルギー消費量算定プログラム

エネルギーパス日本版
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כֿ ḭ ṇ ︡ḭ ṡ Ṣṡ Ṣ

標準グレードでも
次世代省エネ基準を
大きく上回る性能
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ṇ

国立環境研究所「低炭素社会に向けた交通システムの評価と中長期戦略」

ḭשּ ︡ ךּ
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צּ ︣ Ḯ
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ךּ צּ ḭ ḱ צּאל ︡ḭ צּ ︣ Ḯ
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ךּ ︡ ︣

空き家・空き建物の
増加

？

商業施設・サービス
産業・病院の撤退

買い物困難者・生活
困難者の増加

訪問・宅配サービス
の撤退

公共交通・インフラ
の維持困難

地域特有の課題
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ךּ

と ṇ は

両立するのか？
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ṕ Ṗ פּ

¸上田ビジョン研究会とは、上田市在住の市民有志を中心とする研究会。
座長：高橋伸英（信州大学繊維学部教授）、アドバイザー：田中信一郎
（千葉商科大学基盤教育機構准教授）

¸ 2020 年から活動を開始。現況を把握するため、上田市のほぼすべての計
画をレビューし、データとファクト（苦い現実）を整理。

¸整理の結果を小冊子「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」
として公表。 https://ueda -vision.jimdosite.com/

¸成果の一部は論文（田中信一郎・高橋伸英 [2021] 「自治体の立地適正
化計画と関連する行政計画との関係―長野県上田市の事例」『計画行
政』第44巻第3号）になっている。

25 /4 0

https://ueda-vision.jimdosite.com/


地域政策デザインオフィス

Local Policy Design Office

© 2024 Local Policy Design Office

ṇ Ḵ

クルマの運転ができなくなり、
移動手段が確保できなくなること

そして、ひとり暮らしの高齢者になること

上田市民は「効用（生活の必要性や生計の維持等）を得る機能
（各種の都市/ 地域機能）にアクセスできる潜在能力（ケイパビ
リティ）を阻害されていない（自由を獲得している）」状態にあ
るといえるだろうか？

新田保次によるケイパビリティに関する都市機能の整理：
①通院 ②買い物 ③公的・金融機関での用事 ④理髪・美容院 ⑤親族・友人との面
会 ⑥仕事・ボランティア ⑦教養・習い事 ⑧スポーツ ⑨芸術鑑賞やスポーツ観戦 
⑩散歩・ハイキング ⑪外食・パーティ ⑫墓参り ⑬旅行

「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」 26 /4 0
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︡ ךּ

「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」

郊外へのスプロール化が過度なクルマ依存を生み出し、
さらなるスプロール化を促す循環的な構造
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ṇ

「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」

市民のウェルビーイングの悩み

都市のサステイナビリティ
（過剰開発と外部不経済）の課題

28 /4 0
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SA  WA ︡

「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」

¸ 第一のヒントは「 ︣ ṡ שּ Ṣ」で
ある。

¸ これは，自動車による移動が基本となっている現行の都市/ 地域
空間について、公共交通による移動を基本とすることへ転換する
ことを意味する。

¸ 自動車に依存している都市に公共交通を整備することは、一見す
ると非現実的に思えるかもしれないが、車による移動が所与に思
える都市であっても、公共交通が整備されていた過去を有するこ
とは珍しくない。

¸ 公共交通のメリットは、住民の移動費用を抑制し、都市の貴重な
空間を節約し、環境負荷を低減できることにある。ただし、公共
交通を維持・拡大するといっても、それには相応の論理と根拠を
要する。

29 /4 0
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¸ 第二のヒントは「 קּ שּ ṇ 」である。

¸ ウォーカブルシティは、自動車利用を最優先にしてきた都市計画
の方針について、徒歩移動を最優先とし、自動車利用を最劣後さ
せるように逆転することで形成される。

¸ 興味深いことに、ウォーカブルシティには、サステイナビリティ
だけでなく、住民のウェルビーイングを向上させることも目的に
含まれている。

¸ その際に重要となるのは、道路空間を再編成するとの考え方であ
る。

SA  WA ︡

30/4 0
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SA  WA ︡

¸ 第三のヒントは「 ︣ פּ ︡」である。

¸ 徒歩圏内での都市機能の共有とは、自動車を使えない人を含
むユニバーサルな都市機能へのアクセスを保障することであ
る。そのために住む場所を郊外から街中に移動してもらうと
いうのが、提案の重要な点である。

¸ 集合住宅による建物を共有することのメリットは、住宅の費
用をアフォーダブルにし、都市の貴重な空間を節約し、エネ
ルギー負荷を低減できることにある。

¸ 街中で一定の人口密度を保つことができれば、近隣の商店、
診療所、公共交通その他の都市機能の稼働率・利用率が高ま
り、それらの機能を維持しやすくなる。

31 /4 0
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SA  WA ︡

¸ 第四のヒントは「ּך טּ ︣פּ ṇ
שּ 」である。

¸ 住人のいなくなった既存の住宅を空き家とせず、親族関係の有
無にかかわらず、複数の世代にわたって使用することは、建て
て最初に住む人と、その後に住む人の双方に福祉としてのウェ
ルビーイングをもたらす。

¸ その後に住む人にとっては，減価償却を終えている「適切な住
居」となる。

¸ しかし、空き家と新築の高層マンションが同地区に存在するの
が日本の多くの都市の実情であり、それは東京であっても例外
でない。

¸ そのため、既存の建物を「適切な住居」として複数世代にわ
たって使用するには、政府・自治体の介入が欠かせない。

32 /4 0



地域政策デザインオフィス

Local Policy Design Office

© 2024 Local Policy Design Office「上田の大危機を乗り越えるための5つのヒント」

SA  WA ︡

¸ 第五のヒントは「 טּ 」である。ヒントで提起され
た都市と中山間地域の関係を受けて、広井良典の議論を補助線にして中山間地域
のあり方について論じる。

¸ 広井良典は，今後の日本のあり方について「都市集中型」と「地方分散型」のど
ちらかに大きく分岐すると，人工知能を用いた研究で明らかにしている。

¸ 前者は日本全体での経済成長を追求する一方、ウェルビーイングを犠牲にするシ
ナリオであり、後者は人々のウェルビーイングを追求する一方、日本全体での経
済成長を犠牲にするシナリオである。

¸ 後者のシナリオであっても、従来型の経済成長が難しくなるというだけで、生命
に関連する経済・産業が今以上に求められるようになると、広井良典は考察して
いる。生命に関連する経済・産業に加え、都市/ 地域空間のあり方を「多極集
中」にすべきと論じている。

¸ 広井良典の「多極集中」には中山間地域が含められており，集落が固まって居住
することをイメージしている。

¸ 広井良典は、こうした都市 / 地域空間を「鎮守の森と生態都市」と呼んでおり、
上田ビジョン研究会の第五のヒントと趣旨として通じている。
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ṇ ṇ

長野県ゼロカーボン戦略ロードマップ

צּ טּ ︡ḭ בֿ
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ṕ Ṗ

¸地球温暖化対策計画書制度（産業・業務）

¸建築物環境エネルギー性能検討制度（業務・家庭）

¸家電省エネラベルの掲出義務制度（家庭）

¸エネルギー自立地域の創出（最大１億円×５か年）

¸返してもらう補助金（再エネ）

¸ソーラーポテンシャルマップ（再エネ）

¸くらしふと信州（市民連携）
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¸ （地方創生総合戦略）
地域人口の将来推計を記載。自治体の計画をすべて確認する。

¸ 2050  http://opossum.jpn.org/
千葉大学の倉阪教授らが開発。税収や産業など、地域の将来予測データ。

¸  http://www.env.go.jp/policy/circulation/
環境省が開発。地域全体の収支や循環に加え、産業ごとのデータも分かる。

¸  https://resas.go.jp/
内閣官房が開発。各府省のデータ等を統合。ビッグデータに強い。

¸  
https://www.meti.go.jp/policy/local_economy/bunnseki/index.html

経済産業省による都道府県ごとの産業データ。

ṡ ךּ ṕ ṇ ṖṢ ︣
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שּ ︡ ךּ Ḳ

ṇ ︣
環境先進国・ドイツをめざす長野県

田中信一郎 築地書館
本日の講演内容をより詳しく知
りたい方は、本書をどうぞ。

︣ פּ

村上敦 学芸出版社
まちづくり・都市計画は、様々な
分野に影響しています。

ṡ Ṣּצ לּ

高橋真樹著 集英社
断熱住宅は、住人、工務店、地域
、環境すべてにメリット。

SDGs

高橋真樹 大月書店
SDGsの功罪を指摘する一方、各
地の好事例を紹介しています。
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ṡּף פּ Ṣ
odayaka -kakumei.com

ṡ Ṩ
Ṣ

nihontogenpatsu.com

ṡ ṇ ṇ
Ṣ

http://urx.space/WtnU

ṡ
שּ Ṣ
http://urx.space/VO1T

שּ ︡ ךּ Ḳ
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